
横浜医学, 59, 117 123 (2008)

原  著

線虫 C 冴錯αれs における新規 7 回膜貫通型受容体は

揮発性物質ベンズアルデヒドに対する忌避応答に関与する
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要 旨 :我々は ドーパ受容体候補分子の探索過程において, 新規 7 回膜貫通型受容体を同定した そ

の後の解析から同受容体は ドーパ自体には応答せずす ドーパ構造頚似化合物である ドプス溶波中に生

成する 3,4
- ジヒドロキシベ ンズアルデヒ ドに応容することを見出した 我々はこの物質が線虫 C

ι2竹ar2s において忌避応答を意起するベンズアルデヒドと構造が類似 していることに着 日した 新規

受容体の生理学的機能を検討するために欠失変具体を作裂 し, ベンズアルデヒドに対する忌避応答実

験を行った ベンズアルデヒドに対する忌逆応答時間は, 線虫 C で牲α″S の野生型に比べ同受容体欠

失変果体において有意に遷延 した これらの結果は, 新規受容体がベンズアルデヒドに対する忌避応

答に関与 している事を示唆している
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